






開設科目名 基礎助産学 科目コード MWSB904 開設期 通年 
単位数（履修区分） ２単位（必修） 時間数 30時間 授業区分 講義・演習 

責任者 桃井雅子 担当者 桃井雅子、柳本朋子、川上桂子、山口智治、有森直子、山谷美里 

授業の概要（授業の目的） 

助産の概念、助産の歴史や意義、母子保健について理解を深め、助産師の責務・倫理・役割について学修する。女性のライフステージにおける健康課題、 
リプロダクティブヘルス/ライツに関する課題とそれらに影響する環境要因について学修する。女性とその家族を包括的にとらえ、家族全体の支援者として必要な 
知識・技能・態度を学修する。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 
１） 建学の精神に基づく「いのちの奉仕者」として、助産・助産師の概念、助産ケアの理念、専門職として

助産師に求められる使命、役割・責務、実践における倫理、助産の歴史・文化について理解・考察で
きる。 ◎1.人間の尊厳といのち・生命の尊重  

◎2.自然性を尊重したケア/ケアリング  
◎3.各ライフステージにおける全人的な理解  

4.根拠に基づく実践  
5.他職種との協働・連携  
6.多様性の尊重した地域・国際貢献  

◎7.専門職としての主体性・自律性  

２） リプロダクティブヘルス／ライツ、セクシャル・ヘルスの概念と現代における課題を理解したうえで、助産師
に求められる女性及び母子と家族への看護を考察できる。 

３） 家族・家族看護の概念・理論を理解したうえで、周産期・育児期にある女性とその家族を包括的・ 
全人的に理解し、現代におけるさまざまな家族のニーズに応じた高度看護実践を考察できる。 

４） ヒト遺伝学の基礎、遺伝／ゲノム看護の基礎となる知識を理解したうえで、現在における母子と家族
のさまざまなニーズに応じた高度看護実践を考察できる。 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等）   
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
1 助産・助産師とは（概念） 

使命、役割・責務、教育・研究・実践 
講義 

（面接） 
桃井 予習︓自らの助産師への志を再考して授業に臨む。 

復習︓授業内容を振り返り、内省・考察する。 
４時間 

2 助産ケアの理念① 
ケアの基本となる理念、概念・理論 

講義 
（面接） 

桃井 予習︓教科書の該当箇所、指定された文献を予め読む。 
復習︓授業内容を振り返り、内省・考察、知を探索する。 

４時間 

3 助産ケアの理念② 
周産期にある対象の全人的理解とケア 

講義 
（面接） 

桃井 予習︓教科書の該当箇所、指定された文献を予め読む。 
復習︓授業内容を振り返り、内省・考察、知を探索する。 

４時間 

4 助産実践と倫理 
 

講義 
（面接） 

桃井 予習︓教科書の該当箇所、指定された文献を予め読む。 
復習︓授業内容を振り返り、内省・考察、知を探索する。 

４時間 

5 助産の歴史と文化 講義 
（面接） 

柳本 予習︓教科書の該当箇所、指定された文献を予め読む。 
復習︓授業内容を振り返り、内省・考察、知を探索する。 

４時間 

６ リプロダクティブヘルス／ライツ 講義 
（面接） 

川上 予習︓教科書の該当箇所、指定された文献を予め読む。 
復習︓授業内容を振り返り、内省・考察、知を探索する。 

４時間 

７ セクシャル・ヘルス 講義 
（面接） 

川上 
 

予習︓教科書の該当箇所、指定された文献を予め読む。 
復習︓授業内容を振り返り、内省・考察、知を探索する。 

４時間 

８ リプロダクティブヘルス／ライツならびに 
セクシャル・ヘルスに関する課題と看護 

講義・演習 
（面接） 

川上 予習︓教科書の該当箇所、指定された文献を予め読む。 
復習︓授業内容を振り返り、内省・考察、知を探索する。 

４時間 

9 家族・家族看護の概念・理論 講義 
（面接） 

山口 予習︓教科書の該当箇所、指定された文献を予め読む。 
復習︓授業内容を振り返り、内省・考察、知を探索する。 

４時間 

10 母子と家族への高度看護実践（その１） 
周産期・育児期にある家族の特徴と看護 

講義 
（面接） 

山口 予習︓教科書の該当箇所、指定された文献を予め読む。 
復習︓授業内容を振り返り、内省・考察、知を探索する。 

４時間 

11 母子と家族への高度看護実践（その２） 
周産期・育児期にある家族看護の実際 

講義 
（面接） 

柳本 予習︓教科書の該当箇所、指定された文献を予め読む。 
復習︓授業内容を振り返り、内省・考察、知を探索する。 

４時間 

12 ヒト遺伝学の基礎 講義 
（面接） 

柳本 予習︓教科書の該当箇所、指定された文献を予め読む。 
復習︓授業内容を振り返り、内省・考察、知を探索する。 

４時間 

13 遺伝／ゲノム看護 ～概論～ 講義・演習 
（遠隔） 

（面接） 

有森 予習︓事前に配布するプリントに従い事前学修する。 
復習︓授業内容を振り返り、内省・考察、知を探索する。 

４時間 

14 母子と家族への高度看護実践（その３） 
「遺伝看護」の実際①（ケース紹介） 

山谷 ４時間 

15 「遺伝看護」の実際②（ケース検討） 山谷 4時間 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

成績評価方法・基準 授業外レポート 95%（桃井 40％  柳本 30％  川上 10％  山口 15％）, プレゼンテーション 5％（川上） 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 課題のフィードバックは、提出物の内容を確認後、個別に行います。 

教科書 工藤美子（2025）︓助産概論・母子保健，日本看護協会出版会，東京． 

参考書・参考文献 
教皇庁 保健医療従事者評議会 (2024)︓生命倫理についての新しい指針 ～いのちと健康に奉仕するすべての人に向けて～, 
インターメディカ，東京．                     ＊その他、各授業内容に応じて参考書・参考文献をご紹介します。 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ・学習相談 
メッセージ・その他 

＊オフィスアワー︓桃井雅子 水曜日 16:30～18:00  ＊学習相談︓随時、受け付けます。 
＊メッセージ︓建学の精神に基づく助産師の使命について、本科目を通して深く考える時、機会を持ってください。 
＊その他︓この科目は、助産師また看護師としての実務経験を有する教員が助産ケアについて教授する科目です。第 1～4 回では

「女性と家族への妊孕性に関する意思決定支援に向けた教育プログラム開発」の研究成果を参照して授業を行います。 
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